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市
で
は
、
保
育
の
利
用
が
必
要
な
お
子

さ
ん
が
、
４
月
か
ら
保
育
所
や
認
定
こ
ど

も
園（
２
号
・
３
号
認
定
）へ
入
所
す
る
た

め
の
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
保
育
所
な
ど
の
保
育
施
設
に
入
所
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
保
護
者
の
い
ず
れ

も
が
保
育
の
利
用
を
必
要
と
す
る
事
由
に

当
て
は
ま
り
、
お
子
さ
ん
を
保
育
で
き
な

い
場
合
に
限
り
ま
す
。

　
保
護
者
の
就
労
時
間
な
ど
に
よ
り
、
利

用
で
き
る
時
間
が
保
育
標
準
時
間（
11
時

間
）と
保
育
短
時
間（
８
時
間
）に
分
け
ら

れ
、
事
由
に
よ
っ
て
も
保
育
施
設
を
利
用

で
き
る
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
新
規
申
込
の
方
】

●
市
内
常
設
保
育
施
設
／
左
表
の
と
お
り

● 

保
育
の
利
用
を
必
要
と
す
る
事
由

①
就
労
②
妊
娠
・
出
産
③
病
気
・
障
害

④
同
居
の
親
族
の
介
護
・
看
護
⑤
災
害

復
旧
⑥
求
職
活
動
中
⑦
就
学
中
な
ど

● 

受
付
期
間

　
１
月
６
日
㈪
〜
２
月
７
日
㈮

● 

必
要
書
類
／
①
申
請
書
、
②
世
帯
状
況

確
認
票
、
③
保
育
の
利
用
を
必
要
と
す

る
事
由
を
確
認
す
る
書
類

● 

申
込
方
法
／
市
役
所
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
課
、
総
合
分
庁
舎
市
民
窓
口
課
、

七
重
浜
・
茂
辺
地
両
支
所
又
は
保
育
施

設
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

 　
な
お
、
保
育
施
設
で
は
書
類
の
配
布

は
行
い
ま
す
が
、
書
類
の
受
付
け
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
 　

ま
た
、
保
育
の
利
用
を
必
要
と
す
る

事
由
が
就
労
以
外
の
場
合
や
必
要
書
類

が
整
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
市
役
所
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
課
以
外
で
は
受
付

け
で
き
ま
せ
ん
。

【
現
在
保
育
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
】

　
令
和
２
年
度
も
継
続
し
て
入
所
を
希
望

す
る
場
合
は
、
現
在
入
所
中
の
施
設
の
指

示
に
従
い
、
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
広
域
入
所
を
ご
希
望
の
方
】

　
北
斗
市
以
外
の
市
町
の
保
育
施
設
に

「
広
域
入
所
」を
ご
希
望
の
場
合
は
、「
保
育

施
設
と
職
場
が
近
い
」「
保
育
施
設
が
通
勤

経
路
上
に
あ
る
」な
ど
、
別
に
要
件
が
必

要
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

市
役
所
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

保
育
係
﹇
内
線
１
６
５
﹈

保育施設名 住　　　　所 電話番号
七重浜こども園 七重浜3丁目12番5号 49-1811
浜分こども園 七重浜5丁目11番8号 49-4351
当 別 保 育 園 当別2丁目3番21号 75-3255
東 光 保 育 園 中央2丁目3番23号 73-2984
第二東光保育園 久根別1丁目18番12号 73-3094
第三東光保育園 谷好3丁目3番34号 73-2281
第四東光保育園 大工川32番6 73-6958
大 野 保 育 園 本郷342番地12 77-8104
第二大野保育園 本町3丁目21番25号 77-7447
※ 受け入れ年齢は生後８週間から。ただし、当別保育
園のみ生後６ヶ月から。

令和２年度　常設保育施設新規園児の募集

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
令

和
２
年
４
月
か
ら
新
た
に
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
が
創
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

臨
時
職
員
・
非
常
勤
職
員
と
し
て
任
用

し
て
き
た
職
が「
会
計
年
度
任
用
職
員
」

と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
新
た
な
制
度
の
も
と
、
令

和
２
年
４
月
か
ら
採
用
す
る
会
計
年
度

任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
あ
た
り
、
年
齢
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
方
公
務
員
法
第
₁₆

条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
す
る

人
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

● 

募
集
職
種
、
仕
事
内
容
、
任
用
条
件

等

　

折
り
込
み
チ
ラ
シ
「
会
計
年
度
任
用

職
員

　求
人
情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

通
勤
手
当
、
期
末
手
当
、
時
間
外
勤

務
手
当

　

条
例
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

支
給
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
社
会
保
険
等

　

加
入
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
健
康

保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険
に

加
入
し
ま
す
。

●
公
務
災
害

　

非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害
補
償
制
度

又
は
労
働
者
災
害
補
償
保
険
の
い
ず
れ

か
が
適
用
さ
れ
ま
す
。（
勤
務
先
の
所

属
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

●
休
暇

　

任
用
期
間
に
応
じ
て
年
次
有
給
休
暇

を
付
与
す
る
ほ
か
、
該
当
す
る
場
合
は

特
別
休
暇（
忌
引
休
暇
等
）を
取
得
で
き

ま
す
。

●
申
込
方
法

　

会
計
年
度
任
用
職
員
用
の
履
歴
書
に

希
望
職
種
を
明
記
し
、
提
出
場
所
へ
郵

送
又
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
を
有
す
る
職
に
つ
い
て
は
、
資

格
を
証
す
る
書
類
の
写
し
を
履
歴
書
に

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
に
朱
書
き
で

「
会
計
年
度
任
用
職
員
履
歴
書
在
中
」

と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
度
に
申
し
込
み
で
き
る
職
種
は
原

則
１
種
類
と
な
り
ま
す
。

　

履
歴
書
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問　

市
役
所
総
務
課
総
務
係
﹇
内
線

２
２
４
﹈

※ 

仕
事
内
容
に
関
す
る
こ
と
は
、
求
人

情
報
に
記
載
の
担
当
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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昨
年
の
11
月
18
日
、『
第
２
回

北
斗
市
子
ど
も
議
会
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
も
傍
聴
席
か
ら

の
様
子
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で
き

れ
ば
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
も
一
昨
年
同
様
、
市
長
、

市
議
会
議
員
、
市
の
関
係
部
課
長

な
ど
が
列
席
し
、
報
道
陣
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
カ
メ
ラ
が
回

る
市
議
会
そ
の
も
の
。
た
だ
一
つ

大
き
く
違
っ
た
こ
と
は
、
今
回
か

ら
市
内
各
高
校
が
参
加
し
た
こ
と

で
す
。
小
学
生
16
名
、
中
学
生
８

名
、
高
校
生
６
名
の
計
30
議
席
で
、

よ
り
多
様
な
議
論
の
可
能
性
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
議
長
を
務
め
た
の

は
浜
分
中
の
土
田
議
員
。「
大
変

重
要
な
仕
事
で
緊
張
し
て
い
る
」

と
の
あ
い
さ
つ
で
し
た

が
、
落
ち
着
い
た
テ
ン

ポ
で
議
事
を
始
め
た
の

が
印
象
的
で
す
。
一
般

質
問
は
10
名
が
登
壇
し
、

池
田
市
長
が
全
て
の
答

弁
に
立
ち
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は

久
根
別
小
の
舟
口
議

員
。
道
の
駅
の
建
設
を

提
案
し
ま
し
た
。
市
長

は
道
の
駅
に
近
い
施
設

と
し
て
、
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
や
あ
ぐ
り
へ
い

屋
、
北
斗
フ
ィ
ッ
シ
ャ

リ
ー
な
ど
を
挙
げ
、「
点

在
す
る
施
設
を
周
遊
す

る
こ
と
で
、
観
光
客
の

皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
、
現
在

は
整
備
計
画
が
な
い
こ

と
を
説
明
。
一
方
で
三

ツ
石
の
「
北
斗
ヴ
ィ
ン

ヤ
ー
ド
」
に
大
き
な
期

待
を
し
て
い
る
と
し
、
観
光
地
化

し
た
際
に
は
道
の
駅
を
検
討
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

大
野
中
の
山
田
議
員
は
観
光
Ｐ

Ｒ
に
焦
点
を
絞
り
、
北
斗
桜
回
廊

の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
導
入
と
、
新

駅
周
辺
で
の
雪
ま
つ
り
開
催
を
提

案
し
ま
し
た
。
感
心
し
た
の
は
山

田
議
員
が
、「
最
後
に
こ
の
イ
ベ

ン
ト
の
実
現
に
向
け
て
、
私
た
ち

北
斗
市
の
小
・
中
・
高
校
生
に
何

か
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」

と
質
問
し
た
こ
と
で
す
。
市
長
も

「
皆
さ
ん
に
は
市
内
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
一
緒
に
考
え
、

取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域

の
学
生
と
観
光
客
が
交
流
で
き
る

新
し
い
形
態
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
る

の
で
は
な
い
か
」
と
、
頼
も
し
さ

を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

木
育
学
習
に
力
を
入
れ
て
い
る

市
渡
小
の
藤
川
議
員
は
、
森
林
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
説
明
し
た
上

で
、「
市
の
木
を
利
用
し
た
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
や
宿
泊
施
設
を
つ
く
り
、

そ
こ
で
市
産
食
材
を
使
っ
た
食
事

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
全
国
に
市

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
」
と
提
案

し
、「
自
然
と
食
を
融
合
さ
せ
た

施
設
と
い
う
の
は
興
味
深
い
ア
イ

デ
ィ
ア
」
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

熊
対
策
に
も
配
慮
し
た
提
案
は
説

得
力
が
あ
り
、
社
会
問
題
を
見
過

ご
さ
な
い
姿
勢
も
素
晴
ら
し
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

北
斗
高
の
小
川
議
員
は
、
新
函

館
北
斗
駅
・
上
磯
線
バ
ス
に
つ
い

て
、「
就
職
し
た
場
合
は
土
日
勤

務
の
可
能
性
も
あ
る
。
休
日
も
平

日
並
み
の
運
行
は
で
き
な
い
か
」

と
提
案
し
ま
し
た
。「
バ
ス
の
運

行
に
必
要
な
経
費
は
、
乗
客
の
運

賃
で
賄
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

赤
字
の
状
態
。
た
だ
バ
ス
の
利
用

者
や
需
要
が
高
ま
れ
ば
、
休
日
の

増
便
は
可
能
に
な
る
。
今
後
も
利

用
促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と

の
答
弁
に
よ
っ
て
、
初
め
て
ま
ち

の
公
共
交
通
の
状
況
を
知
っ
た
子

ど
も
議
員
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
質
問

し
た
の
は
、
石
別
小
の
上
田
議
員
。

空
き
家
を
外
国
人
観
光
客
向
け
の

日
本
文
化
体
験
施
設
や
、
貸
出
可

能
な
民
泊
施
設
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
拡
充

し
て
ほ
し
い
と
の
提
案
で
し
た
。

市
長
は
「
将
来
的
に
は
移
住
希
望

者
だ
け
で
な
く
、
事
業
用
や
民
間

企
業
に
も
利
用
で
き
る
制
度
に
し
、

ご
提
案
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア

が
現
実
の
も
の
と
な
る
よ
う
に
努

め
た
い
」
と
答
弁
。
上
田
議
員
は

提
案
の
中
で
、
市
の
移
住
・
定
住

促
進
事
業
「
キ
ミ
と
ボ
ク
と
ホ
ク

ト
」
の
成
果
を
質
問
す
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
課
題
を
深

く
掘
り
下
げ
た
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
の
市
長
あ
い
さ
つ

で
、「
皆
さ
ん
が
北
斗
市
を
大
好

き
だ
と
認
識
で
き
た
。
そ
れ
を
生

か
し
た
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
こ
の
議
場
に
息
づ

い
て
い
る
言
葉
で
あ
る
よ
う
に
感

じ
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
伝
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

り
多
く
の
「
ま
ち
の
た
め
」
を
聞

き
た
い
の
で
、
第
３
回
を
楽
し
み

に
待
っ
て
い
ま
す
。


